






要釣:遺伝性ムコ多糖代謝異常症マススクリーニングの費用一便益分析を目的として、わ

が国における患者の診療費用について調査を行った。対象は、 I 型からⅦ型までの全て

の亜型を含む 20 例(0 歳～41 歳)に対し、主治医へのアンケート調査結果から費用を算出

し、以下の結果を得た。1)乳幼児期(0～5 歳)、学童・思春期前期(6～15 歳)および思春期

後期以後(16 歳以上) の各年齢層における (1)診療費用総額の平均値は各々 165,000 円、

147,000 円、3,361,000 円 (2)内訳は入院費用(50,000 円、64,000 円、3,108,000 円)外来

受診費用(30,000 円、38,000 円、8,000 円)検査費用(85,000 円、45,000 円、244,000 円)

であった。2)わが国のムコ多糖症患者は 0～1 5 歳の期間に約 80%が確定診断をされてい

るが、全例が入院による精密検査を受けているのではなく、この期間の入院、検査費用は

合併症の治療期間に依存していた。3)16 歳以上の症例は重症型と軽症型の違いよりもむ

しろ家族による看護か入院加療の違いにより大きく異なり、費用総額で 30,000 円から

6,236,000 円の幅があった。


